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本論文は、ヴァルター・ベンヤミンの『パサージュ論』等で示された歴史認識論に準拠し、

高度成長期にその計画がはじまった東京郊外の多摩ニュータウンについて、そこで営まれる

人々の「生の様式」（life style）という視点から解読を試みたものである。それは多摩ニュ

ータウンという場所に込められた集団の夢を、その歴史的な系譜において、また現在そこで展

開されている可能性と限界を視野に入れながら、解読する試みとなっている。 

本論文によれば、多摩ニュータウンという大規模な都市開発は、計画の当初、増大する人口

の吸収を目的としたが、1970 年代以降はたんに生活の必要だけでなく、むしろ人々が自分自

身の生の様式をもちうる場を提供するというかたちで展開していった。この生の様式には、日

本が経済大国になり、人々がその恩恵に浴すという、当時の集団の夢が込められていた。だが、

こうした夢はその時代だけの現象ではなかった。たとえば旧満州帝国の国都、新京の建設に託

された「新都市」の夢があり、またその背景には第一次大戦後の「国家改造」の夢があった。

本論文は、このような新都市や改造の夢を下敷きとして、多摩ニュータウンの開発に託された

夢のかたちを分析する。また加えて、多摩ニュータウンにある代表的な企業の経営戦略を通じ

て浮上した、豊かさや、無垢や、新生のファンタスマゴリーを、ニュータウンの夢の更新され

たかたちとして解読しようとする。 

本論文はこのように現代社会論の試みであるが、同時に、社会学において独自の方法的なス

タンスを確保しようとする側面をもっている。本論文はその方法的な立場が、①現在の対象を

特定の〈過去〉の因果的な結果とする歴史主義の類でもなければ、②現在の対象をその基盤に

ある〈構造〉の現れと捉えるマルクス主義的分析でもないことを強調する。また、③消費社会、

管理社会、情報化社会といった一定のまとまった社会イメージを前提とし、それに準拠して〈現

在〉のありようを解読するものでもないことを強調する。 
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すなわち、第一に、本論文は、現在と関連のある特定の〈過去〉を解読することを通して、

現在を認識するという姿勢を貫く。それは現在のアクチュアルな出来事を、歴史のなかでかた

ちを変えてくり返し現れる集団の夢の一つと捉え、それに連関するいくつかの夢の歴史的な配

置（Konstellation）のなかに置きなおして、その意味を認識しようとするものである。第二

に、本論文は、現在における生の変容について、物象化論に見られるような存立構造を通して

その意味を解読する視点はとらず、むしろ歴史の具体的な配置のなかにその理解可能性の場を

求めようとする。第三に、本論文は、一つの生の様式を捉えるに際して、既成の社会イメージ

やそれと結びつくシステム論的な条件を外挿的に適用することを避ける。むしろ、その過去や

未来に現れる生の様式や夢のかたちとの類似と差異において、その意味や限界を見定めようと

するのである。 

 

本論文は、はじめに、その課題や、方法的な視点、分析対象を提示している。まず、〈資本〉

を「集団の夢」の実現を規則とするゲームと捉え、このゲームとの関係で人々の生がどのよう

な様式をもつのかという問いが掲げられる。次に、この問いに応えるためにベンヤミンの歴史

認識論に準拠し、またその分析対象として多摩ニュータウンが選ばれる。そして多摩ニュータ

ウンを起点とするとき、五つの主題が歴史的な連関のもとに浮かび上がるという。すなわち、

①19世紀末から20世紀初頭にかけての台湾や満州の植民地計画、②第一次大戦後の国家改造

計画、③満州事変から高度成長期にかけての国家による新都市建設、④1970 年代以降の多摩

ニュータウンの改造、⑤1990 年代以降の多摩ニュータウンに拠点をもつ企業によるキャラク

ター・ビジネスである。これらの主題の連関を念頭にして、本論文では、第1章で「改造の夢」

を、第2章で「国家の新都市」を、第3章で「ニュータウンの改造」を、第4章で「企業のニ

ュータウン」を分析することになる。 

第１章では、「新都市」の前史をなす、①日清戦争後の国民＝国家主義の形成、②第一次大

戦後における国民＝国家主義の変容が捉えられる。第一の局面では、後藤新平を通して「新都

市の建設」に帰着する国民＝国家主義のありようが論じられる。後藤は植民地台湾の統治に際

し、衛生政策をベースとした新都市建設を指導し、同時代の集団の夢の源泉となった人物であ

る。第二の局面では、北一輝の試みを通して「暴力による秩序の改造」へと帰着する国民＝国

家主義の変容の経過が論じられる。北の思想は、天皇大権に媒介された資本主義の統御にもと

づく国家改造計画を構想し、同時代の集団の夢の重要な源泉となった。 

第2章では、①満州における新京の建設にはじまり、②大東亜共栄圏における丹下健三の「大

東亜建設忠霊神域」計画案を経て、③戦後の多摩ニュータウン（南多摩新都市）の建設計画に

いたるプロセスが分析される。ここでは国都新京と多摩ニュータウンの連続性と差異が、（a）

政治的な思想、(b)建築学的な構成（空間の分節）という二つの側面において検証される。新

京は、北一輝の国家改造計画に共感する関東軍の主導のもとに、後藤新平の都市改造の夢を共

有する工学者や技師によって建設され、またその影響を受けて大東亜建設忠霊神域計画が提示
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されたが、そこには日本が「東洋の盟主」になるという国民＝国家主義的な集団の夢が込めら

れていた。戦後も、国家的なプロジェクトの一環として新都市建設の計画が登場するが、そこ

には敗戦による〈転轍〉があり、「所得倍増」や「経済大国」という新たな夢のかたちが育ま

れていた。多摩ニュータウンでは所得倍増の夢に呼応する消費中心の都市が構想され、大高正

人らのメタボリズムによる都市基盤の構築が提案された。そこで多摩ニュータウンは「経済に

場を移した国家改造と、工学的な技術に姿を変えた神話を支えに、戦争と敗戦という忘れたい

過去からも、不安な将来の変動からも遊離して成長し続ける夢の都市」という課題を託された

という。 

第 3 章では、1970 年代以降、多摩ニュータウンが国家の威信をかけた計画から独立採算を

原理とする公的事業の一つとなることで、託される夢のかたちが変化していくプロセスが分析

される。このプロセスには二つの時期がある。第一期は経済成長の翳りの影響を受け、77 年

にはじまった開発方針の見直しの時期である。そこではかつてのような国家を主体とした長期

計画による集団の夢の〈統制〉の断念が見られる。一方で、財政上の制約と都市計画上の願望

の妥協が求められ、他方で、ニュータウンのイメージとして、過去の「新都市」のアイディア

を断片化して組み替えた計画が提示される。第二期は 85 年以降、バブル経済の頃に重なる時

期である。この時期の多摩ニュータウンは、首都改造計画とリンクされ、行政やマスメディア

が自らの願望を映す鏡のようになり、未来の生活様式を体現するようなイメージが提供されて

いった。それらは住民の不満を代償する環境整備(まちづくり）の一環でもあったが、そこで

形成された空間イメージは、かつての新京や大東亜建設忠霊神域に見られる過去のイメージと

そのさまざまな断片において類似していた。 

第4章では、多摩ニュータウンに進出したそごう、サンリオ、ベネッセの経営戦略を取り上

げ、バブルの崩壊を契機として、国家と国民という関係ではなく、企業と顧客という関係を通

じて集団的な夢の形象が生み出されていくプロセスが分析される。第一に、そごうが提供した

「豊かさ」のファンタスマゴリーの膨張と挫折の経過が跡づけられ、第二に、サンリオがキャ

ラクター商品を通じて生み出した「無垢」のファンタスマゴリーや、ベネッセの教育・能力開

発のビジネスに見られる「新生」のファンタスマゴリーが分析される。それによれば、サンリ

オが個人の「生のゲーム」を夢とする方向へ踏み出し、ベネッセがこの夢を純化することで、

キャラクター・ビジネスが加速し、キャラクターにかんするファンタスマゴリーが浸透してい

く。とくに｢新生｣のファンタスマゴリーでは、顧客はあるべきキャラクターへの同一化を更新

することを通じて自分の個人史をたえずやり直すような「生のゲーム」に入っていく。経済大

国や豊かさの夢が色褪せたあと、キャラクター・ビジネスは、商品を通じて自分というキャラ

クターを価値づける生の様式を操作媒体にして発展していくが、本論文はこの転回に新都市の

夢の更新のかたちを読み取ろうとするのである。 

 

以上が本論文の結構であるが、その独自の学術的な価値として次の諸点をあげることができ
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よう。第一に、本論文は、多摩ニュータウンという現代の都市開発について、これまでにない

方法的な視点から、広範な文献資料を掘り起こし、独自の歴史的な系譜のうちに捉えなおした

点で高く評価できよう。それは戦後の高度成長期から満州事変、第一次大戦、日清・日露の戦

争といった過去にまで遡り、これまでの都市論や現代社会論が十分に捉えなかった、系譜学的

な深さにおいてニュータウンの夢を解読した点で重要な貢献となっている。第二に、本論文は、

ベンヤミンの歴史認識論を吸収することにより独自の方法的な視点をつくりあげようとした

点でも評価されるべきである。それはまず歴史主義やマルクス主義の分析を相対化し、またシ

ステム論的な条件や特定の社会イメージの外挿的な適用に対して距離を取るといった制約条

件を設け、そのうえで現在の対象について、過去の対象との歴史的な連関における類似と差異

のうちに位置づけることにより、その意義や限界を浮かび上がらせるという独自な手法を開発

している。この点でも、本論文は社会学の歴史認識における貴重な問題提起となっている。第

三に、本論文で上記のような歴史的連関が追究されるのは、ベンヤミンが照準したような集団

の夢、ないし神話的なイメージの水準においてである。それは特定の社会とその構造に制約さ

れるとしても、むしろ歴史の長い流れに源泉をもつような事実である。本論文はこの神話的な

イメージの水準にある事実を、モンタージュ的な視点で分解し、それらの断片の類似と差異を

分析することにより、全体的・構造論的な視点では捉えがたい新たな連関を見いだしており、

この点でも貴重な貢献となっている。 

 他方、本論文には次のような問題点もある。第一に、叙述の構造にかかわることだが、分析

対象を五つの主題に分節し、それらが星座（Konstellation）をなすというが、その配置を全

体として一つの秩序に捉え返す作業が必ずしも十分ではなく、そのために依然として通史的な

書き方となっている。神話的なイメージの水準にある歴史記述であれば、年譜的な通史とは異

なるより効果的な配列の仕方があり、またそれが叙述をより簡潔でわかりやすくしたのではな

いかといえよう。第二に、分析の有効性や限界にかかわることだが、満州の国都である新京、

東京郊外の多摩ニュータウン、多摩ニュータウンに拠点を置くキャラクター・ビジネスという

三つの対象は果たして同列に扱えるのかという疑問が残る。そこにはらまれた生の様式や集団

の夢という水準で見れば同列に並ぶともいえるが、だとすれば、それら以外にも連関づけるべ

き対象がほかにもある可能性があり、それらを除くことの正当性と有効性の吟味がなお必要に

なるといえよう。第三に、概念の様態にかかわることだが、資本、集団の夢、生の様式といっ

た概念にやや曖昧さが残っており、これらについてより一層の調整が行われれば、さらに簡潔

でわかりやすい叙述になったといえよう。 

しかしながら、これらの問題点は本論文の結構やその全体的な業績からみれば小さなものに

とどまっており、本論文の叙述の一貫性や学術的な価値の高さを損なうものではない。したが

って、本審査委員会は、本論文を、博士（学術）の学位を授与するにふさわしいものと認定す

る。 


